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受験生の皆さんへ 

 

本紙は海上保安官採用試験の一次試験合格者の皆様に対し、採用後の研修内容や処遇

等を事前によく知って頂くためのものとなります。 

 

海上保安庁は海という厳しい自然環境下での業務実施が求められ、現場業務には常に

危険が伴います。このため、規律を重んじる側面もありますが、組織一丸となり困難な任

務を乗り越えた時の喜びはひとしおであり、大変やりがいのある仕事です。 

また、業務は海のみならず、希望と適性に応じて多種多様な業務を経験することがで

きるため、様々なキャリアを通じて自身にあった業務が見つかることと思います。 

本試験において最終内定を受け、採用となった場合、将来的には幹部海上保安官とし

て巡視船艇に乗り組むだけでなく、本庁や各管区海上保安本部といった陸上で勤務し、

海上保安庁の施策、体制の構築等に大きく携わることとなり、大学校における２年９か

月の研修をはじめ、これらのキャリアを通じて、幹部海上保安官としてだけでなく一人

の社会人として常に自身のスキルアップを実感できる職場が皆さんをお待ちしておりま

す。 

研修概要や研修修了後の業務内容については、次のとおりとなっていますので参考に

して下さい。 

 

１ 研修内容 

本試験に おい て最終 内定を受 け、 採用と なった場

合、４月から広島県呉市にある海上保安大学校におい

て、２年９か月の研修を受けることとなります。海上

保安大学校学生と同様、最初の２年間では、幹部海上

保安官として、複雑化・国際化している海上保安業務

に対応するために必要な高度な専門能力を身に付け

るとともに、航海又は機関の各専攻に分かれ、海技免状を取得するために必要な海事系

の専門的な知識を習得します（１年目：「初任科」として主に海技免状取得のための研

修、２年目：「特修科（※）」に編入し、主に海上保安業務に必要な法律等の研修）。ま

た、国内の航海実習を通じて、船舶運航に関する航海及び機関の専門分野の知識・技能

を身に付けます。 
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その後、専攻科（６か月）及び研修科国際業務課程（３か月）に進み、諸外国を巡る

遠洋航海、国内の航海実習、海上保安業務に関する実務教育等を行います。 

研修中の学業等の成績が不良で成業の見込みがない者は修了できません。 

 

※特修科…海上保安学校卒業者などを幹部登用するための課程です。初級幹部とし

て必要となる知識や技能を身につけます。 

 

（研修科目） 

   法律、海上犯罪捜査、海難救助等の海上保安業務科目、航海・機関の専門科目 

武道、制圧術、端艇、武器取扱、水泳等の訓練科目、乗船実習 等 

 

【参考】乗船実習中の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研修中の生活 

  海上保安大学校では全寮制での生活を送ります。「班」を単位とし、同じ自習室・寝

室で生活（個室はありません。）し、研修を通じて、幹部海上保安官に必要なリーダー

シップ・チームワークの体得や気力・体力の錬成を図ります。 

  入学金、授業料等は一切不要で、研修中の生活に必要な制服や寝具等は貸与されま

す。教科書、食費、身の回り品等は自己負担ですが、毎月約２２万円の給与及び年２回

の期末・勤勉手当（ボーナス）が支給されます。研修中であっても身分は国家公務員と

なりますのでアルバイト等の兼業は出来ません。 
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  また、土日や祝日、それらの前日には外泊をすることができ、自家用車を保有する者

にあっては、校内の駐車場に駐車することができます。 

 

（一日の流れ）イメージ 
   ０６：３０       起床（整列・体操・掃除） 
   ０７：１０       朝食 
   ０８：２０       課業整列 
   ０８：４５～１２：００ 授業（午前） 
   １２：００       昼食 
   １３：００～１７：１５ 授業（午後）、体育部活動 
   １７：１５～      夕食・入浴・外出許可 
   １９：００～２２：１５ 自習時間（入浴・外出許可の時間も含む） 

２２：１５       帰校門限 
２２：３０～      消灯 ※延灯（自習時間の延長）も可能 
 

３ 研修修了後の勤務等 

海上保安大学校本科卒業生と同様、約２～３年間、初級幹部職員として巡視船に乗り

組み、上級の海技免状取得に必要となる乗船履歴をつけながら、警備業務や救難業務な

ど、現場の最前線で多岐に渡る海上保安業務に従事することとなります。続いて、本庁、

管区海上保安本部等での陸上勤務となり、海上保安行政の企画立案あるいは各省庁と

の協議、調整等の職務に従事するなど、２～３年毎に海上勤務と陸上勤務を交互に経験

しながら海上保安官としてキャリアアップしていきます。 

また、年１回、異動先の希望調査があり、異動先については、本人の希望を尊重のう

え決定されます。（必ずしも希望通りにはいかない場合があります。） 

 

〇巡視船艇勤務について 

海上保安庁における現場業務の最前線であり、領海警備や取締り、海難救助、災害

対応などを経験するとともに、これらを通して海上保安官としての現場感覚を養い

ます。 

また、海上という特殊な環境下での業務のため、荒天下での危険な作業を伴う場合

もあり、一歩誤れば重大な事故や怪我につながるので、幹部海上保安官にはこれを防

止するため、自身のみならず部下職員に対する徹底した安全管理が求められます。 

船の大きさや任務等で異なりますが、一度出港すれば数日～２週間程度、船内生活

をし、陸に帰ることができませんが、反面、まとまった休暇が確保できます。 
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４ 専攻（航海・機関のいずれか）の決定 

 採用後、航海科と機関科の専攻に分かれて研修を行うこととなりますが、これにつ

いては、第２次試験時に提出していただく｢調査票｣をもとに決定します。専攻は、原

則採用試験時の成績順、希望に応じて決定していくこととなります。例えば航海科を

希望していても、航海科の人数枠がすでに満たされている場合、機関科しか選択でき

ず、必ずしも希望の専攻にならない場合もありますのでご留意願います。なお、一度

決定された専攻は変更できません。 

（１）航海科 

   ２年９か月の研修により、国家試験である４級海技士（航海）の受験資格を得ら

れ、口述試験に合格することにより同資格を取得できるほか、将来的に１～３級海

技士（航海）の取得を目指します。 

船艇勤務となった場合、主に「航海科」として、巡視船艇の運航（航海計画の策

定、操船、出入港時の甲板作業の指揮、船体整備など）を担当することとなります。

将来的には船長として、自身が乗船する巡視船艇を総合的に指揮する立場となり

ます。 

（２）機関科 

   ２年９か月の研修により、国家試験である内燃機関４級海技士（機関）の受験資

格を得られ、口述試験に合格することにより同資格を取得できるほか、将来的に１

～３級海技士（機関）の取得を目指します。 

   船艇勤務となった場合、主に「機関科」として、巡視船艇の機関の保守・運用（エ

ンジン、発電機、配電盤等の機器類の操作及び整備等）を担当することとなります。将

来的には業務管理官（船長を補佐し、船で対応する業務を管理する職）や機関長と

して、自身が乗船する巡視船艇の船長をサポートしていく立場となります。 

 

５ その他 

海上保安庁の業務などをより知ることができるホームページ、Ｘ、インスタグラム、

You Tube を次のとおり紹介しますので、是非参考にして下さい。 

 海上保安庁 
採用 HP 

採用 X インスタグラム 
入校案内 
パンフレット 

YouTube 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 



 第１次試験地

自 宅

携 帯

自 宅

携 帯

電 話

携 帯

　　希望する専攻にチェックしてください。

　　　　　□ 航海科

　　　　　□ 機関科

　　所有している資格があればチェックし、級を記入してください。

　　　　　□ 海技士（航海） 　　　　級

　　　　　□ 海技士（機関） 　　　　級

会社・親族等の上記以外で確実に連絡の取れる連絡先を記載してください。　＜上記連絡先で不在時等に使用＞

　　（　　　　　　様方）
[　　　　　　　－　　　　　　　　－　　　　　　　]

２.専攻希望調査

　海上保安官採用試験（大学卒業者）により採用される者は航海または機関の専攻に分かれます。この調査票は、専攻を決定する
上で大切な資料となります。
　一度決定された専攻は変更できませんので記入にあたっては、将来にわたって勤務することを念頭に置き、希望する専攻を選
んで下さい。

 上記以外の連絡先（ふりがな） ※【会社・親族等上記以外の連絡先】

 (〒　　　－　　　　　) [　　　　　　　－　　　　　　　　－　　　　　　　]

※【本人・親族(続柄：　　　)・その他（　　　）】の携帯番号

　　（　　　　　　様方）

[　　　　　　　－　　　　　　　　－　　　　　　　]

メ ー ル
[　　　　　　　　　　　                         @

　　　　　　                                     　]

　内定通知等の連絡先（ふりがな） ※内定通知等の連絡先の電話番号

 (〒　　　－　　　　　) [　　　　　　　－　　　　　　　　－　　　　　　　]

※【本人・親族・その他（　　）】の携帯番号及びＥメールアドレ
ス

[　　　　　　　－　　　　　　　　－　　　　　　　]

メ ー ル
[　　　　　　　　　　　                         @

　　　　　　                                     　]

　上記現住所と内定通知先等の連絡先が異なる場合又は現住所以外に通知を希望する場合のみ記載してください。

　　　（参考）
　　　　　※　各専攻の授業内容について
　　　　　　　　航海科…警備救難業務に関する科目、船舶の運航を担当する航海士を育成する科目等
　　　　　　　　機関科…警備救難業務に関する科目、船舶の機関の運転・整備を担当する機関士を育成する科目等

調　　査　　票

この調査票は、最終合格者に対して採用内定をする上で必要となりますので、出来るだけ詳細に漏れなく記入してください。
特に※印については、電話等での連絡時に必要となりますので、確実に連絡をとることができる連絡先を記載してください。
また、本票は、第２次試験当日の試験終了後に回収しますので、忘れずに持参してください。

１．住所等調査

 試験区分  受験番号  氏　名（ふりがな）

 (〒　　　－　　　　　) [　　　　　　　－　　　　　　　　－　　　　　　　]

□海上保安官（初任科）
　(大学卒業者対象)

※【本人・親族・その他（　　）】の携帯番号及びＥメールアドレ
ス

　　（　　　　　　様方）

□　男
□  女

本籍地（都道府県のみ）

生 年 月 日 平 成 年 月 日 生

 現住所（ふりがな） ※現住所の電話番号

都
市

この調査票は、第２次試験当日に持参してください。


